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研究成果の概要（和文） 
大都市の市街地に分布する寺社境内を対象として空間データを整備し，その数密度や面積，敷
地形状の複雑性，接道状況からみた開放性，分布パターン，住民からの最近隣距離，緑量，建
物配置からみた有効空地の集約性，周辺建物からの延焼の危険性といった様々な形態的特徴を
分析し，寺院と神社，公園との形態特性の差異を明らかにするとともに，小規模なオープンス
ペースとして都市緑化・防災問題への貢献の可能性について考察する。 
 
研究成果の概要（英文） 
This study clarify morphological characteristics of precincts of shrines and temples 
distributed in urban area from viewpoint of area size, length of perimeter and complexity of 
site, distribution pattern and shape of open space. 
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１．研究開始当初の背景 
かつて江戸の市街地はその面積の約 15％が
寺社地で占められ，寺社境内は見世物・行
楽・縁日・日常の休憩など，多様な活動を受
容し，緑豊かな開放的な空間として人々にと
って身近な存在であった。江戸期の寺社境内
が高い利用度を示したのは，境内がオープン
スペースであることと，かつ江戸全域に渡っ
て分布していたという二つの条件によると
いわれる。 
翻って現代の寺社空間についてみると，例

えば東京都 23 区では寺社境内は約 3,100 ヵ
所存在する。この数は都市公園（約 2,400ヵ
所）よりも多く，小学校・幼稚園・保育所の
合計（約 3,000ヵ所）に匹敵する。施設の数
と広範な分布状況からすると，寺社境内は今
もなお都市空間内の重要な要素となってい
るといえる。しかし，東京に限らず，現代の
大都市内における寺社境内は，昔とは異なり，
多様に活用されている空間とは言い難い。で
は，寺社境内は，宗教施設として以外に，現
代の都市においてどういった存在意義をも
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表 1 5 都市間における数密度と面積の比較 

ちうるだろうか。 
このような研究動機のもとに，10年ほど前
から，大都市内における境内の敷地形態と利
用状況，人々の認知といった側面から継続的
に研究を行い，都市内境内空間の現代的意義
を明らかにするとともに，今後の都市計画に
どのように役立てられるか，その方途を探求
している。 
 
２．研究の目的 
都市内には様々な空地が存在しているが，

公園やグラウンドなどの公共空地に対して，
民間空地のひとつとして寺社境内があげら
れる。市街地に広範に分布している寺社境内
は，単に宗教施設としての機能にとどまらず，
貴重な緑地資源として，あるいは震災時にお
ける延焼防止や一時的な避難場所としても
利活用可能なオープンスペースである。 
本研究は東京や大阪などの大都市の市街

地に分布する寺社境内を対象として，数密度
や面積，分布パターン，住民からの最近隣距
離，敷地形状の複雑性，接道状況，境内内外
の建物・樹木の配置様態などの様々な観点か
ら数理的に分析し，小規模オープンスペース
としての寺社境内が都市緑地環境と都市防
災問題に対してどのような貢献の可能性が
あるのかを明らかにすることを目的として
いる。 
 
３．研究の方法 
(1)境内空間の歴史的変遷の整理 
そもそも寺社境内とはどういう都市空間

なのかを知るために，現在の寺社の配置が定
められた江戸時代にさかのぼり，境内に関わ
る歴史的背景を整理する。 
 
(2)寺社境内の数値データの作成 
大都市における寺社境内の現況を計量的

側面から把握するために，住宅地図や都市計
画図，市販の数値データなどを用いて，寺社
境内の敷地や建物のポリゴンデータを整備
する。また，防災面からの分析に備えて，境
内周辺に位置する建物の耐火／非耐火別ポ
リゴンデータや，境内の緑化状況を精細に把
握するために，空中写真と都市計画図を用い
て境内の樹木配置のデータも可能な限り整
備する。 
 

(3)都市内オープンスペースのデータ整備 
境内と比較・参照するために，都市内オー

プンスペースとして，公園や「ちびっこひろ
ば」のポリゴンデータも入力する。また，人
口データもあわせて整備する。 
 
(4)寺社境内の分布解析と形態分析 
①寺社境内の都市内分布の解析 
各都市において，寺社の密度，分布パター

ン，最近隣距離等を計量する。都市生活者と
寺社境内との距離からみた，いわば地理的な
身近さを計量的に明らかにする。 
②寺社境内の有効空地の解析 
寺社境内の都市全体での総面積や総数，寺
社の配置，また個々の境内の面積や形態とい
った空間情報を解析する。また，避難場所と
しての有効なオープンスペースの形態を描
出し，その面積を計量する。 
③延焼危険性の把握 
オープンスペースとしての面積，周辺建物
の耐火／非耐火構造別のデータをもとに，延
焼危険性を分析する。 
 
４．研究成果 
(1)境内空間の歴史的変遷の体系的整理 
江戸期以降，大都市内で境内地面積が減少
しているが，現代に至るまでに寺社境内地の
位置・面積を変化させた要因には，明治維新
後の上地令，その上地を背景にした太政官布
達に始まる境内の公園化，戦後の農地改革な
ど，政治・政策的な要因，そして震災等の事
情による移転などがある。また，所有形態に
ついてみてみると，時代によって私有地であ
ったり，公有地にされたりと二転三転してき
た歴史をもつ。特に，都市内公園は，宗教空
間である寺社境内であり，それを公園と名付
けて利用してきたという日本独特の経緯が
ある。このように他の都市施設とは歴史的経
緯が大きく異なる境内空間の史的変遷を，文
献・資料に基づきながら，簡潔に整理した。 
 
(2)寺社境内の都市内分布特性 
東京 23 区・大阪市・京都市・名古屋市・
神戸市（阪神地域）の 5都市間で数密度・面
積比・分布パターンなどを指標として分布特
性を分析した結果，以下のような知見が得ら
れた。 
①数密度と境内面積 
都市内に分布する境内の数密度（１㎢あた
りのポリゴン数）を比較すると，いずれの都
市においても，神社より寺院の方が高い（表
1）。また，面積比（都市面積に対する境内面
積の総和）をみると各都市間でのばらつきは
あるが，寺社境内の合計で概ね 1％程度とな
っている。また公園との比較においては，例
えば大阪市の場合，寺社境内の数密度は公園
の数密度を上回り，面積に関しても寺社境内
の面積比は公園の面積比の約 2割に相当する。



 

 

図 7 5 都市間での最近隣指標の比較 

表 2 境内敷地の接道率の比較 

図 8 有効空地と隙間  図 9 有効空地の抽出 

図 1 東京 23 区寺院 図 2 東京 23 区神社

図 3大阪市寺院 図 4 大阪市神社 

図 5 名古屋市寺院 図 6 名古屋市神社 

このことから，寺社境内の都市内空地として
の重要性を認めることができる。 
 
②都市平面上の分布パターンの判定 
最近隣指標（R指標）を用いて，ポリゴン

の重心の位置（図 1～図 6）をもとに寺社境
内の分布パターン（凝集型・ランダム型・均
等型）の判定を行ったところ，5都市すべて
において，寺院よりも神社のほうががランダ
ムに近い分布様態であることがわかった（図
7）。すなわち，神社の分布には偏りが少なく，
都市内の任意の地点からのアクセス距離の
公平性を有することが明らかとなった。 

 

(3)寺社境内の敷地形状 
① 境内の敷地形状の複雑性 
一般に，境内の敷地形状が単純であるほど，

空地としての利活用の可能性が高いと判断
できる。神社よりも寺院の方が複雑な敷地形
状を呈しているという仮説のもとに，敷地の

複雑性を計測する指標として「形態係数」（面
積と周長の二乗比）を用いて分析した。その
結果，当初の仮説は成立せず，5都市間およ
び寺院・神社間では，共通する特性はみられ
ないことが検証された。 
 
② 接道率による街路に対する開放性 
境内の防災空地としての利活用を考える
と，空地としての認知可能性，言いかえれば
街路に対する開放性が高いことが望まれる。
そこで，敷地が街路に対して開放的／閉鎖的
であるかを表す指標として境内敷地の「接道
率」（敷地の周長のうち街路に接している長
さの割合）を取り上げ，計量してみた（表 2）。 
5 都市間における境内敷地の接道率の平均
を比較すると，すべての都市において，寺院
境内よりも神社境内の接道率が高いという
結果が得られた。すなわち，神社境内は寺院
境内より街路に対する開放性が高く，街路空
間から認知されやすく，防災空地としての利
用可能性が高い傾向にあることがわかった。 

 
(4)円掃過法による有効空地の計量 
①有効空地の定義と円掃過法の提案 
空地を建物が建っていない土地，すなわち
非建蔽地とみなした場合，その量を表す指標
として空地率があるが，空地率は単なる面積
比で計量されるもので，空地のもつ形態上の
差異が計量できないという欠点がある。同じ
空地率であっても集約している空地のほう
が利活用の可能性があり，防災や緑化に対し
て有効に働くと考えられる。そこで，空地を
建物間の「隙間」と「有効空地」に二分し，
隙間とは，建物配置図において半径 rの円が
掃過できない領域として定義し，隙間以外の
空地を有効空地とみなす（図 8）。隙間と有効
空地の計量に際しては，建物配置図を画像化
し（1画素を 50cm に設定），半径 rの円に対
応するディジタル図形によって，画像化され
た建物平面を拡大（dilation）し，その後，
収縮（erosion）するという方法を適用する
（図 9）。これは，モルフォロジーにおける 

 



 

 

掃過円半径 0.5 m 1 .5 m 2 .5 m 5 .5 m 7 .0 m 8 .0 m 1 4 .0 m

有効な境内数 681 6 4 1 5 8 1 4 1 2 3 1 4 2 5 1 8 5

有効面積合計（ｋ㎡） 0.7 8 0 .7 4 0 .6 9 0 .5 6 0 .4 8 0 .4 4 0 .2 7

有効な境内数 284 2 8 4 2 8 0 2 5 5 2 3 1 2 0 5 1 0 2

有効面積合計（ｋ㎡） 0.8 1 0 .8 0 0 .7 8 0 .7 0 0 .6 5 0 .6 2 0 .4 4

寺院

神社

表 3 掃過円の半径と有効空地 

図 10 有効空地の描出 

図 11 有効空地を有する境内数と掃過円の半径

opening と呼ばれる操作に相当するが，本
研究ではこれを改めて「円掃過法」と呼ぶ。
隙間と建物配置を除いた部分が有効空地で
ある。半径 rの値は分析の目的に応じて設定
することができる。 
 

②境内の有効空地の計量 
寺社境内を災害時の一時避難場所として

利活用する場合を想定して，神戸市における
寺社境内の敷地・建物ポリゴンデータを対象
として実際にオープンスペースとして機能
しうる「有効空地」を計測した。掃過円の半
径ｒは 0.5ｍ・1.5ｍ・2.5ｍ・5.5ｍ・7.0 ｍ・
8.0ｍ・14.0ｍに設定した。 
有効空地の抽出結果の例を図 10 に示す。

寺院境内と神社境内の建物の配置を比較し
てみると，寺院の建物は比較的分散しており，
神社の建物は集中している傾向が見られた。
そのため，神社の境内空間は比較的大きな有
効空地が得られることが多く，実際の数値デ
ータからも，掃過円の半径が大きな空地を確
保できる境内は寺院境内よりも，神社境内の
方が多いことがわかった。また，有効空地が
非連結となり，複数の領域を別の目的で利用
できる境内も認められた。 
対象地域全体についてみると，半径ｒ=2.5
ｍにおける有効空地の総和が 2,655㎡である
ことから，約 133 張の災害時支援テントを設
置することができることが，またｒ=5.5ｍに
おける有効な空地が 2,103㎡であることから，
災害時に１㎡/人の面積を確保するとすれば，
約 2,100人の被災者を収容できることがそれ
ぞれ確認できた（表 3）。 
 さらに，それぞれの掃過円の半径における
有効空地の面積は，寺院境内よりも神社境内
のほうが大きい値を示した。特に，半径ｒ
=14.0ｍの有効空地解析においては，有効な
面積を有する神社のポリゴン数が寺院のポ
リゴン数を上回り，大規模な空地を確保する
ことのできる境内は寺院よりも神社の方が
数・面積ともに多いことが明らかになった。 

 
 

 

 
 
それぞれの半径ごとの有効空地を有する
境内の割合を図 11 に示す。寺院と神社には
大きな差があり，平均 30%以上もの開きがみ
られる。これらの分析から，神社境内は様々
な目的に応じて使用可能な有効性の高い境
内空地を有しており，寺院境内よりも，都市
内空地としての有用性が高いことが再確認
できた。 
 
(5)神社と寺院の形態的特性の差異 
以上のように，ひとくちに境内といっても，
寺院と神社では都市内分布と敷地の形態特
性には差異がみられる。寺院は神社より数密
度が高いが，凝集分布の傾向にある。これに
対して神社はランダム分布に近いうえ，接道
率も高い。すなわち，定量的には神社境内の
ほうが寺院境内よりも都市生活者に公平に
開放的な空地を提供できるという意味で，ま
た，円掃過法による有効空地の解析結果から
も，都市内空地としての利活用の可能性が高
いことが検証された。この点は今後の防災・
緑地計画に対する基礎的知見として大きな
研究成果と考えられる。 
  
(6)境内の緑地量 
神戸市の境内を対象として境内の樹木の
位置と樹冠形状を入力し，緑地量（面積）を
計測した。その結果，寺院境内よりも神社境
内のほうが大きい値を示す傾向にあること
が確かめられた。ただし，空中写真をもとに
作成した樹冠のポリゴンは精確性に欠ける
ので，今後入力方法を再検討するなど，課題
も残された。 
 
(7)大阪市における寺社境内の分布・形態的
特性と防災空地としての寄与 
都市公園などの公共空地の代替やそれを
補完する防災空地としての可能性を持つ民
間空地として，大阪市内の寺社境内および墓
地を取り上げ，その分布特性と形態的特性を
抽出し，既存の公共空地である都市公園と比
較・考察することによって寺社境内の防災空
地としての活用可能性に関する知見を得た。 
①住民からの最近隣距離の平均値は，公園と
寺社境内を合わせると約 130m であり，公園
単独の場合よりも 33%程度低減し，身近な防



 

 

 

 

 

表 4 寺院・神社・公園との最近隣距離平均 

図 13 構造別建物と隙間量の計測例 

図 12 みなし非耐火率の分布

災空地として活用の可能性がある。 
②寺社境内を防災空地として整備すると，公
園のみの場合に比べ面積を 1.2倍に増加させ
る効果がある。 
③敷地面積が 1,000 ㎡までの寺社境内は，同
面積の公園の 2倍以上存在していて，都市に
小規模な空地を多く提供している。 
④寺社境内の形態係数の平均は公園よりも
わずかに小さく，寺社の敷地形状は公園より
も複雑ではない。 
⑤寺社境内の接道長平均は，寺院が 57ｍ，神
社が 91ｍ，接道率平均は，寺院が 40％，神
社は 47％であり，街路に対して開放的である。 
⑥寺社においては，昼間人口より夜間人口に
おける敷地への最近隣距離平均の方が 17ｍ
小さく，寺社境内は昼間に人が多く存在する
地域よりも夜間に人が多く存在する地域の
生活者にとってより避難しやすい防災空地
といえる（表 4）。 
⑦寺社境内へは，約 10ｍとわずかではあるが
他の年齢属性より老年人口における最近隣
距離平均の方が小さく，寺社境内は高齢者に
とってより避難しやすい防災空地といえる。 
⑧寺社境内への昼間人口，夜間人口における
平均最近隣距離はそれぞれ 235ｍ，218ｍであ
り，徒歩で十分アクセス可能な空地として存
在している。 
⑨公園単独の場合と，寺社公園を総合した場
合，昼間・夜間人口における最近隣距離平均
はそれぞれ 38ｍ，29ｍであり，寺社境内を防
災空地に加えると，より身近な空地を増やす
ことができる。 
⑩公園単独の場合と比較し，寺社公園を総合
した場合，最近隣距離は，全人口属性におい
て，100ｍ以下である人が 3割以上多いこと
から，寺社境内を整備して防災空地とするこ
との効果が大きい。 

 
(8)防災広場としてのちびっこひろば 
ミクロなオープンスペースとしての寺社

境内の比較・参照事例として「ちびっこひろ
ば」を取り上げ，地理的条件による分類を行
った。対象としたちびっこひろばは京都市独
自の制度によって，1967 年より地域に身近な
子供向けの遊び場を確保するために設置さ
れてきた自主管理型広場である。寺社境内や

公園などの都市内空地と比較すると，地域で
用地を確保し，地域の手で管理運営されるこ
とを前提としている。この点で，地域住民に
身近に認識し利用されやすく，また地域住民
の手によって改修・改善される可能性を持ち
合わせている。 
そこで，ちびっこひろばの形態的特性や防
災的観点を含めた周辺状況など地理的条件
から計 62 か所のちびっこひろばを周辺密集
性・周辺防災性・空地有効性から評価し，郊
外型・住宅地型・自然緑地型・混在市街地型・
広幅員道路中心市街地型・密集住宅地型・一
般低層住宅地型に類型化した。その中で，寺
社境内とともに都市防災機能を補完するも
のとして，住宅地において密集性が高く，周
辺の防災性の比較的低い密集住宅地型と，一
般低層住宅地型に含まれるちびっこひろば
の優先的な防災的整備が望ましいことを明
らかにした。 
 
(9) 非耐火率による京都市の文化財建物周
辺地域における延焼危険性の計量的評価 
京都市における寺社を含む文化財を対象
として，文化財建物周辺の一般建物の分布現
況からみた文化財への延焼危険性を計量的
に評価した。建物間の隙間の面積と非耐火建
築の建築面積を合わせたものを「みなし非耐
火建築面積」と呼び，対象領域の面積に対す
る割合を「みなし非耐火率」とし，この値に
よって京都市内の文化財の火災発生および
延焼の危険性を判定した（図 12）。 
寺社などの文化財を含む全 224地域の非耐

  寺院 神社 寺院・神社 公園 寺院・神社・公園

昼間人口からの
最近隣距離平均（m）

257.5 435 234.8 170.5 132.2

夜間人口からの
最近隣距離平均（m）

234.6 434.1 218.1 147.1 118.4

年少人口からの
最近隣距離平均（m）

239.2 435.7 221.8 148.4 120.5

生産年齢人口からの
最近隣距離平均（m）

236.5 435.7 219.9 147.1 118.8

老年人口からの
最近隣距離平均（m）

223.7 426.4 208.1 146.3 115.1



 

 

火建築物を対象として，隙間の幅 3ｍ ，5m ，
12m それぞれの場合について円掃過法を用
いて隙間の計量を行い，隙間の幅に対応した
みなし非耐火率を求めた（図 13）。その結果，
文化財住宅などが延焼の危険性が高く，広い
境内を有する寺社などは比較的安全である
ことが検証された。 
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